
６
日
、
広
田
診
療
所
を
訪
問
し
、

所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

岩
井
直
路
診
療
所
長
等
か
ら
運
営

状
況
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
診
療
所
内
の
設

備
（
電
子
カ
ル
テ
、
血
液
検
査
の

機
械
等
の
設
置
状
況
）や
、新
た
に

感
染
症
の
ブ
ー
ス
を
設
け
て
い

る
こ
と
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。診
療
実
績
に
お
い
て
、近
年
の

初
診
数
が
４
０
０
人
台
で
推
移
し

て
お
り
、
特
に
も
薬
局
が
近
く
に

開
設
さ
れ
、
院
外
処
方
が
可
能
に

な
っ
た
こ
と
は
利
用
者
に
と
っ
て

も
利
便
性
が
大
き
く
進
歩
し
た
こ

と
等
の
状
況
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
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愛知県名古屋市において視察

管
外
行
政
視
察
報
告

所
管
事
務
調
査

　
各
委
員
会
は
、
所
管
事
務
に
お
け
る
管
外
行
政
視
察
を

行
い
ま
し
た
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
（
鵜
浦

昌
也
委
員
長
、委
員
６
人
）は
３
月

６
日
、広
田
湾
漁
協
で
養
殖
漁
業
の

「
残
さ
処
理
の
現
状
と
課
題
」に
つ

い
て
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

漁
協
で
は
、
村
上
修
参
事
か

ら「
ホ
タ
テ
な
ど
を
出
荷
す
る
際
、

養
殖
漁
家
は
貝
殻
に
付
着
し
た
小

さ
な
貝
な
ど
を
取
り
除
い
た
残
さ

の
処
理
費
用
が
負
担
と
な
っ
て
い

る
」な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

残
さ
は
専
門
業
者
に
引
き
取
っ

て
も
ら
っ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ

ま
で
保
管
し
て
お
く
ス
ト
ッ
ク

ヤ
ー
ド
の
場
所
確
保
に
も
苦
労
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会
（
中
野
貴
徳

委
員
長
、
委
員
６
人
）
は
３
月
６

日
、
議
場
で
市
防
災
課
の
中
村
吉

雄
課
長
を
講
師
に
「
防
災
と
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ(

多
様
性)

の
考
え

方
」に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
代
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
個
性
を

持
っ
た
方
々
が
集
ま
っ
て
社
会
を

構
成
し
、
そ
の
個
性
を
お
互
い
認

め
、
尊
重
し
合
う
こ
と
が
大
切
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
確
認

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
防
災
面
で
は
、
自
助
・

共
助
・
公
助
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

が
あ
り
、
特
に
も
自
助
が
近
年
重

要
度
を
増
し
て
い
ま
す
。例
え
ば
、

介
護
者
が
必
要
な
方
、
持
病
の
あ

る
方
、
ペ
ッ
ト
が
い
る
方
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
備
え
と
相
互
の
理
解
・
助

け
合
い
の
精
神
が
必
要
で
あ
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会
（
蒲
生

哲
委
員
長
、
委
員
６
人
）
は
３
月

振
興
局
各
セ
ン
タ
ー

所
長
等
と
情
報
交
換

　

県
沿
岸
広
域
振
興
局
の
大
船
渡

各
セ
ン
タ
ー
所
長
等
と
の
情
報
交

換
会
は
、
１
月
21
日
に
議
場
で
行

い
ま
し
た
。

　

議
員
か
ら
は
「
今
後
も
被
災
者

の
心
の
ケ
ア
が
必
要
で
は
」
と
質

問
。
県
か
ら
は
「
地
域
主
体
に
よ

る
中
長
期
的
な
支
援
が
重
要
で
あ

り
、
今
後
も
関
係
機
関
・
団
体
と

の
協
働
連
携
に
よ
る
包
括
的
な
支

援
体
制
づ
く
り
を
推
進
す
る
」
と

の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク

や
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
活

用
に
つ
い
て
は
「
情
報
発
信
及
び

受
入
体
制
整
備
に
よ
り
、
教
育
旅

行
団
体
な
ど
の
誘
客
を
図
る
」
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
高
校
新
卒
者
へ
の
就
職

支
援
に
つ
い
て
は
「
ジ
ョ
ブ
カ

フ
ェ
気
仙
等
を
中
心
に
地
元
定
着

に
向
け
た
就
職
相
談
会
な
ど
を

開
い
て
い
く
」、
県
道
２
４
６
号

線
（
世
田
米
矢
作
線
）
に
つ
い
て

は
「
予
算
が
厳
し
く
早
期
整
備
が

困
難
。
今
後
も
交
通
量
の
推
移
や

予
算
の
動
向
等
を
考
慮
し
対
応
す

る
」
と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

三
市
議
会
議
員
交
流

（
一
関
市
議
会・気
仙
沼
市
議
会・本
市
議
会
）

　

一
関
市
、気
仙
沼
市
、本
市
の
三

市
議
会
議
員
交
流
会
は
２
月
３
日
、

キ
ャ
ピ
タ
ル
ホ
テ
ル
１
０
０
０
で

開
か
れ
、
総
勢
70
人
が
参
加
し
、

岩
手
・
宮
城
県
際
地
域
の
さ
ま
ざ

ま
な
地
域
課
題
を
理
解
し
、
連
携

し
よ
う
と
交
流
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
本
市
前
教
育
長
の

金
賢
治
氏
が
「『
生
き
る
力
』
を

育
む
教
育
」と
題
し
講
演
。９
年
前

の
震
災
直
後
か
ら
、
本
市
の
児
童

・
生
徒
ら
が
困
難
な
状
況
下
の
中

で
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
通
じ
て
た

く
ま
し
く
成
長
で
き
た
様
子
を
話

し
ま
し
た
。
親・
地
域
・
学
校
関
係

者
と
も
愛
情
を
注
ぐ
だ
け
で
な

く
、
子
ど
も
に
ど
う
す
れ
ば
目
の

前
の
課
題
を
解
決
で
き
る
か
を
考

え
さ
せ
る
こ
と
、
さ
ら
に
知
識
・

技
能
を
実

際
の
場
面

で
活
用
し
、

応
用
す
る

こ
と
を
目

指
し
て
ほ

し
い
と
話

し
ま
し
た
。

政
策
に
反
映
す
る
の
は
議
員
の
役

割
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

市
民
が
直
接
発
言
で
き
る
制
度

を
設
け
て
い
る
こ
と
は
、
市
政
及

び
議
会
へ
の
市
民
参
加
の
手
法
と

し
て
多
く
の
示
唆
に
富
ん
だ
視
察

と
な
り
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会
（
中
野
貴
徳

委
員
長
、
委
員
６
人
）
は
、
１
月

15
日
か
ら
17
日
ま
で
、
管
外
行
政

視
察
の
た
め
滋
賀
県
東
近
江
市
、

奈
良
県
生
駒
市
及
び
兵
庫
県
神
戸

市
を
訪
れ
ま
し
た
。
今
後
の
財
政

周
防
大
島
町
と
兵
庫
県
相
生
市
を

訪
れ
、
管
外
行
政
視
察
を
行
い
ま

し
た
。

　

周
防
大
島
町
で
は
、
周
防
大
島

高
校
と
の
地
域
連
携
（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
な
ど
）
に
つ
い

て
視
察
し
ま
し
た
。
少
子
化
に
危

機
感
を
抱
い
て
お
り
、
町
を
挙
げ

て
進
め
て
い
る
事
業
で
し
た
。

　

相
生
市
で
は
、
子
育
て
応
援
施

策
「
11
の
鍵
」
に
つ
い
て
視
察
し

ま
し
た
。
定
住
促
進
の
取
り
組
み

と
し
て
、
民
生
部
門
や
教
育
委
員

会
部
門
に
ま
た
が
る
子
育
て
支
援

を
実
施
。
総
合
的
な
事
業
運
営
管

理
は
企
画
総
務
部
で
担
当
し
て
お

り
、
効
果
的
な
施
策
展
開
が
さ
れ

て
い
ま
し
た
。　

金前教育長を講師に研修会

奈良県生駒市において視察

香川県丸亀市において視察

議
会
運
営
委
員
会
　

　

議
会
運
営
委
員
会
（
菅
野
広
紀

委
員
長
、委
員
６
人
）は
、
１
月

27
日
か
ら
28
日
ま
で
「
市
民
に
開

か
れ
た
議
会
」
を
テ
ー
マ
に
市
民

が
議
会
に
参
画
す
る
機
会
を
つ
く

り
、
市
政
課
題
の
解
決
や
意
見
聴

取
を
実
践
し
て
い
る
先
進
地
の
愛

知
県
犬
山
市
と
名
古
屋
市
を
視
察

し
ま
し
た
。

　

犬
山
市
の
「
市
民
フ
リ
ー
ス

ピ
ー
チ
」
は
、
市
民
が
議
場
に
お

い
て
政
策
提
言
等
を
行
う
仕
組
み

で
、発
言
の
取
り
扱
い
は
、必
ず
議

会
で
議
論
し
、
議
論
の
結
果
を
市

民
に
報
告
し
て
い
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
会
の
「
市
民
３
分
間

議
会
演
説
制
度
」
は
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
で
市
民
が
議
会
で
発
言
で
き

る
制
度
を
参
考
に
導
入
し
た
も
の

で
す
。
犬
山
市
と
の
違
い
は
、
議

事
機
関
と
し
て
の
議
会
の
役
割

が
、
市
民
意
見
を
聴
取
す
る
と
い

う
「
場
」
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、

運
営
施
策
の
参
考
と
す
る
た
め
、

成
果
連
動
型
補
助
金
の
仕
組
み
と

そ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
「
東
近

江
市
版
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ン
パ
ク

ト
・
ボ
ン
ド
」
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　

ま
た
、
地
域
電
力
会
社
の
設
立

ま
で
の
経
緯
や
現
状
と
課
題
に
つ

い
て
、
生
駒
市
に
て
調
査
し
、
本

市
の
「
陸
前
高
田
し
み
ん
エ
ネ

ル
ギ
ー
（
株
）」
と
の
違
い
を
確

認
し
ま
し
た
。
併
せ
て
生
駒
市

長
が
発
信
す
る
「
自
治
体
３・
０
」

の
説
明
を
受
け
、
市
民
と
共
に
協

創
す
る
取
り
組
み
を
伺
い
ま
し

た
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会
（
蒲
生

哲
委
員
長
、
委
員
６
人
）
は
、
１

月
29
日
か
ら
31
日
ま
で
、
山
口
県

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
（
鵜
浦

昌
也
委
員
長
、
委
員
６
人
）
は
１

月
22
日
か
ら
24
日
ま
で
、
香
川
県

丸
亀
市
と
岡
山
県
玉
野
市
を
訪

れ
、
産
業
振
興
策
に
つ
い
て
管
外

行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
に
産
業
振
興
条
例
を

制
定
し
た
丸
亀
市
は
、
中
小
企
業

に
対
す
る
支
援
策
が
充
実
。
事
業

者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
支
援
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ノ
リ
養
殖
で
は
岡
山
県
一
の
玉

野
市
。
近
年
は
磯
焼
け
が
課
題
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
対
策
と
し

て
、
カ
キ
殻
を
網
目
の
ケ
ー
ス
に

入
れ
た
人
工
小
型
漁
礁
を
海
底
に

沈
め
、
藻
場
の
再
生
に
努
め
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。 広田診療所において所管事務調査

（教育民生常任委員会）

山口県周防大島町において視察


